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研究成果の概要（和文）：本研究の成果として（１）一斉授業の会話の秩序と生徒の学習経験の関係に関して、
一斉授業において授業会話を支える「公的な発言」が成り立って進行していることを指摘し、そこでは教師と生
徒が協同的に「公的」な発言と「公的でない」発言を発言の仕方のなかで管理していることを明らかにした。
（２）また教師の働きかけと学習経験との関係に関しては、授業における教師の知識の教示の仕方と生徒の学習
経験の間には内在的な関係があり、教師によって教示された行為の基準が、生徒自身の学習過程を支え、生徒の
学習の達成を理解可能にしていることを具体例をもとに明らかにした。

研究成果の概要（英文）：Firstly, we point out that “formal” replies are constructed in a classroom
 
interaction. Students in various roles in the classroom often spoke out without being invited to do 
so by the teacher .Some have been designed in a manner which could be taken up as formal replies, 
whereas some were such that they did not need to be addressed.In the result,“formal” classroom 
conversation is to be maintained in a classroom.Secondary, we show that teacher’s assessments are 
designed to make visible assessment criteria based on the measurement system. So, assessment is not 
only for testing student’s abilities but also shows the criteria and measurement system for it, 
which is available for training by students. Therefore how teacher's assessments are designed could 
be interrelated to how students learn.

研究分野：教育社会学

キーワード： 会話分析　エスノメソドロジー　学習経験　相互行為　授業会話

  ２版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本における教育実践の質的研究は近年
特に盛んになりつつあるが、学習活動の流れ
や会話・相互行為の特徴（パターンなど）の
みに着目するものがほとんどである。 
本研究では、それらとは異なって、学習活
動のあり方と学習経験の間での内在的な関
係を論じる視点を持つことができる。 
これは申請者がウィトゲンシュタイン派
エスノメソドロジーの方法論的研究を続け
てきたことによって可能になったものであ
る。そのことで、学習経験の質や、それを可
能にする教師の働きかけの方法、そこで必要
となる相互行為秩序について明らかにする
ことができる点が、他の研究と差異化される
研究方法としての独創的な点であると考え
た。 

 
２．研究の目的 
本研究は、社会学のエスノメソドロジー・
会話分析の方法論に基づき、授業の学習経験
が相互行為上で組織化されるという視点を
採用し、学習活動の設計（デザイン）に結び
ついた教師の働きかけの方法と授業の相互
行為の秩序としての会話のルールが、児童・
生徒の学習経験の組織化にいかに関わって
いるのかを明らかにすることを目的とする。 
また、その分析方法論についても示していく。 
 
３．研究の方法 
これまでの調査で得られた学習活動のビ
デオデータに基づいてエスノメソドロジ
ー・会話分析の手法を用いて研究を進めてい
く。まずこれまで得られたデータのなかでも、
低学年の比較的ゆるやかに設計された様々
な形式の学習活動を検討し、教師の働きかけ
の方法とそこでの学習経験・教授知識の組織
化のあり方についての典型例を抽出・分析す
る。また一斉授業に関しても、そうしたデー
タにおいて典型的な会話のルール（挙手、非
対称な順番交替、IRE シークエンスなど）に
ついて検討する。 
最終的には以下の4点に焦点を当てて知見
をまとめる。 
（１）一斉授業の会話の秩序と生徒の学習経
験の関係について 
（２）教師の働きかけと学習経験の関係につ
いて 
（３）協同学習を考察する視点に関して 
（４）その他分析方法論について 
 
４．研究成果 
研究成果を、上記の区分に沿って年度毎に記
す。 
［平成 25 年度］ 
（１）一斉授業の会話の秩序と生徒の学習
経験の関係に関して：一斉授業において教師
と生徒の間の「授業会話」が進行していく際
には、双方の交渉において「公的な発言」が
管理されていることをIRE連鎖の構成のされ

方を例に明らかにした（9 月、社会言語科学
会研究大会）。こうした「授業会話」の進行
に生徒が積極的に参加していくにあたって
は、会話の連鎖の予測可能性が資源になる。
そこで、IRE 連鎖の教師の発問（I）がその後
の連鎖の予測可能性を持つケースを検討し、
それがどのような文脈や発話デザインによ
って支えられているのかについて論じた（10
月、日本社会学会大会）。 
（２）教師の働きかけと学習経験との関係
に関して：「学習」という現象そのものにつ
いて、それがいかなる教師と生徒のやりとり
のなかで公的に理解可能なものとして示さ
れているのかについて、具体例をもとに知見
を発表した（8月、国際エスノメソドロジー・
会話分析学会）。 
（３）協同学習を考察する視点に関して：
ICT を活用した協働学習の授業を例として、
道具利用の選択肢や役割分担の配分が、生徒
の資質や能力に適合した形で協働性を維持
するという点で、設計上重要であることを示
した（9月、社会情報学会大会） 
 
［平成 26 年度］ 
（２）教師の働きかけと学習経験との関係
に関して：個々の子どもの学習の過程におい
て、授業において教示された評価基準がどの
ように用いられ、自身の学習の理解へとつな
がっているかという点について発表した（9
月、日本教育社会学会大会）。  
（４）分析方法論に関して：エスノメソド
ロジー・会話分析研究における教示の理解可
能性とその利用可能性に関わる先行研究を
概観し、具体的な事例でその考え方を深めた
（11 月、日本社会学会大会）。 
 
［平成 27 年度］ 
（１）一斉授業の会話の秩序と生徒の学習
経験の関係に関して：授業の会話の秩序（連
鎖）の進行を予測しながら、生徒らが授業会
話に組み込まれうるようなデザインで発言
し、またそうした発言を教師が取り込んでい
くことで、授業会話が秩序だって進行してい
ることが明らかになった（8月、IIEMCA2015）。 
（２）教師の働きかけと学習経験との関係
に関して：授業における教師の知識の教示の
仕方と生徒の学習経験の間には内在的な関
係があり、教師によって教示された行為の基
準が、生徒自身の学習過程を支え、生徒の学
習の達成を理解可能にしていることが示さ
れた（「『教示』と結びついた『学習の達成』）。 
（３）協同学習を考察する視点に関して：
エスノメソドロジーのワークの研究の潮流
をくんだ、コンピューター支援による協同学
習（CSCL）の研究の視点は、近年では学習科
学の一つの研究アプローチとなっている（９
月、日本社会学会）。このアプローチが協同
学習における生徒の学習経験を捉える視点
となることを示した（6月、子ども社会学会）。 
（４）分析方法論に関して：沈黙を行為と



して分析する視点を提示することができた
（「『絶句』の会話分析」）。身体的動きやジェ
スチャーをどう会話と関係づけて捉えるか
という問題について視点を提示し（7 月、社
会言語科学会）、具体的な事例分析を行った
（「環境を作り出す身振り」）。 
 
［平成 28 年度］ 
（１）一斉授業の会話の秩序と生徒の学習経
験の関係に関して：一斉授業の会話の秩序に
関する先行研究について、集団の管理と社会
化過程の観点から国内外の研究の整理を行
った（9月、教育社会学会）。 
（２）教師の働きかけと学習経験との関係に
関して：会話分析の国内外の先行研究につい
て授業における教師の知識の教示の仕方や
生徒の学習経験の観点から整理した（10 月、
日本教育方法学会）。 
（３）協同学習を考察する視点に関して：コ
ンピューター支援による協同学習（CSCL）の
研究の視点は、近年では学習科学の一つの研
究アプローチとなっており、このアプローチ
を用いて中学校の協働学習の場面を分析し
そこでの生徒の学習経験について論じた（2
月、「ICT を活用した協働学習のデザインと生
徒のワーク」）。 
（４）分析方法論に関して：他者開始の修復
連鎖において、参与者がその場でのある常識
的知識を「知らない」ことがどう表され、扱
われるかを明らかにし、ある知識がないこと
が焦点化される場面を分析する一視点を提
示することができた（6月、「物を知らないこ
との相互行為的編成」）。 
 
［平成 29 年度］ 
（３）協同学習を考察する視点に関して：エ
スノメソドロジー・会話分析の成員カテゴリ
ー化装置の知見を分析視点として援用する
ことで、協同学習の展開の円滑さや教師の支
援の必要性などについて明らかにすること
ができることを、具体例を考察することで示
すことができた。（9 月、日本質的心理学会）
（9 月、「『何をどう学ぶか』をデザインする
ためのエスノメソドロジー研究の視点」）（9
月、「立場を異にする者同士のかかわりの質
的記述」） 
なお、成果発表のための著作の出版に関し
て、打ち合わせと研究会を通じて、執筆作業
を進めることができた。 
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